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	 行 事 名
	甲山研修

	実施日時
	２３年　１２月　　８日（　木　曜日）　　１０時～　　　　１４時３０分　　天候：雨時々曇り

	場　所
	甲山森林公園内

	テーマ
	１２月の植物　と今月の木マツ

	講師
	児玉勝久講師

	聴講者数
	３０名（男性１９名　女性１１名）

	内容
（項目と概要）
	・今年の紅葉の状態について
　　１２月に入っても紅葉が残っていいる。

　　紅葉の仕組みについて、先日ＮＨＫのアインシュタインの目を取り上げて

　　穂高の涸沢の紅葉ナナカマドの赤とダケンカアンバの黄葉の話
ナナカマドは２℃　イロハモミジは８℃を下ると紅葉を始める。温度差が大ほど綺麗
　黄葉は葉よりオーキシン（ホルモン）が出て葉緑素が破壊されて葉緑素の緑が無く成る　

　と黄色が見えてくる。黄色のカロチノイドは葉の中にある。
　紅葉は葉の中の糖を使って紅い色素を作り紅くなる。アントシアンを作るには

　光と水が必要です

・北山植物園について

　　　中国の紹興と姉妹都市を西宮が結んでいてハンカチノキ、カンレンボク

　　　カイノキなど中国原産の木が植えてある。その他　トベラ　カイノキ　アカガシワの説明

・午前中講義の後噴水のとうりを観察
・午後今月の木　マツを学習　（資料：今月の樹　マツ）
　その後みくるま池の周りの観察　

＜連絡事項＞

　工作グループより１２月１８日の応援の要請

　北垣さんから忘年会のお知らせがあった。

　１月の研修は第３木曜に変更　場所も甲東園で行われる。

	まとめ
感　想
	寒くて雨の中を３０人もの会員が集まり熱心に研修をした。


必要に応じ資料、写真（サイズ640×480程度／枚）添付
